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３．研究課題名：ハドロン－原子核系で探る核媒質中におけるハドロンの性質の研究
４．研究実績の概要：
２００９年度に行った研究は、ハドロン‐原子核系を用いたハドロンの性質理解に対する
研究であった。具体的には、（１）K̄中間子が核内に束縛した K̄中間子原子核に対する研
究、（２）φ中間子が核内に束縛したφ中間子原子核に対する研究、（３）Λ(1405)・Σ(1385)

共鳴状態に対する研究を行った。

(１)K̄中間子原子核系に対する研究
J-PARCで実験が予定されているK−pp系をはじめとする K̄ 中間子－NN 系の構造計算
及び生成スペクトラムの計算を行った。この研究では、おもに実験で得られる生成スペク
トラムを求めることを目的としている。K̄中間子－原子核相互作用としては、カイラルユ
ニタリーモデルに基づく理論的なものを用い、すべての可能な K̄NN 系に対し統一的に記
述することに成功している。また、反応で射出される粒子のみならず、最終的にK中間子
が核内に吸収された後に出てくる射出粒子を測定した場合の生成スペクトラムを出した。
さらに、射出される崩壊粒子対別に生成スペクトラムを分けることにより、予定されてい
る実験に非常に有益な情報を与えた。本研究は Phyical Review C誌にて出版された。

(２)φ中間子原子核に関する研究
核媒質中における φ中間子の性質を探るために φ中間子原子核の構造と生成の研究をおこ
なった。カイラルユニタリーモデルを用いて φ中間子－原子核相互作用を評価した論文に、
実部が虚部よりも浅いということが報告されている。そのため、束縛状態は存在するもの
の、生成スペクトラムを計算するとその束縛状態を示唆する構造を実験で観測することは
難しいことがわかった。φ中間子と原子核間の相互作用については未だ確定していないた
め、相互作用の強さをパラメータとして変化させることにより、相互作用の強さと生成ス
ペクトラムの振る舞いについて示した。本研究は論文にまとめ、現在投稿中である。

（３）Λ(1405)・Σ(1385)共鳴状態に関する研究
K̄Nチャンネルからこれらの共鳴状態を作ることにより、非常に興味の持たれている「Λ(1405)

共鳴状態の位置」について研究を行った。入射K−中間子ビームを標的重陽子にあてること
により、K̄NチャンネルからΛ(1405)共鳴状態を生成することができる。この際、Σ(1385)

共鳴状態も同時に取り扱うことによりΛ(1405)生成への影響も調べ、これら二つの共鳴状
態の生成比や角度依存性に特徴的な振る舞いがあることを示した。J-PARCで行われる実
験に対し重要な示唆を与えた。現在、執筆中である。
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６：次の所属機関
　 IFIC, Valencia Univ. (Spain, Valencia) : 2009年 11月 1日より移動

７：感想・要望
　湯川フェローに選んでいただき本当にありがとうございました。研究に集中し、非常に
充実した１年を送ることができました。
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